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御殿場市の概要 ●面積：194.9㎢令和７年３月31日現在 ●人口：83,592人 ●世帯数：37,693世帯

公立小中学校

区分 総数 小学校 中学校

学校数 17  11  6  
児童生徒数 6,147  3,989  2,158  
学級数 252  170  82  
教職員数 538  343  195  
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園　数 6   
園児数 315  
学級数 25  
教職員数 78  

令和7年度版 御殿場の教育
教育予算教育予算 令和７年度　御殿場市の教育予算と一般会計予算

一般会計予算

民生費
132億5,204万円

（29.7％）

総務費
78億164万円
（17.5％）

▲

土木費
51億8,911万円
（11.6％）

衛生費
32億9,763万円

（7.4％）

公債費
25億4,947万円

（5.7％）

その他
（消防費・商工費・農林水産業費など）
　41億1,435万円（9.3％）

1. 教育総務費
7億4,810万円

（8.9％）

2. 小学校費
9億7,534万円
（11.6％）

3. 中学校費
6億2,391万円

（7.4％）

4. 幼稚園費
10億2,207万円

（12.2％）5. 社会教育費
37億8,472万円

（45.1％）

6. 学校給食費
12億4,162万円

（14.8％）

1. 教育総務費……教育委員会や事務局運営、教職員の健康管理や学校教育支援に関する経費等
2. 小学校費………小学校運営に関する諸経費、施設整備、ICT機器整備等に関する経費等
3. 中学校費………中学校運営に関する諸経費、施設整備、ICT機器整備等に関する経費等
4. 幼稚園費………幼稚園運営に関する人件費等
5. 社会教育費……社会教育、生涯学習、文化財事業、図書館運営に関する諸経費、芸術文化振興に関する経費等
6. 学校給食費……学校給食を提供するための経費

※学校数は分校を含む。 ※教職員数は一部の非常勤講師等を含まない。

令和７年５月１日現在

小中学校の児童生徒数の推移小中学校の児童生徒数の推移

中学校生徒数

小学校児童数
3,989

2,158
2,597

5,110

2,586

5,522 5,357

2,736

4,641

2,493

教育費予算の主な使いみち

教育費
83億9,576万円 
（18.8％）

446億円 83億9,576万円

教育費予算
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人生の礎となる幼児期、
学齢期の教育の充実を
目指します。
1 市民のだれもがあらゆる機会、

あらゆる場所で学び続ける
環境づくりを目指します。

2 社会総がかりで子どもを育て、
市民が共に成長できる
まちづくりを目指します。

3

人を育む環境の充実

生涯学習と地域活動の推進

芸術・文化活動の振興

スポーツの振興

歴史と文化の継承

多文化共生と国際交流の推進

重
点

つの6
政
策

44

55

66

ごてんばの教育がめざすものごてんばの教育がめざすもの
　御殿場市教育委員会の役割は、幼児期・学齢期・成人期のそれぞれの年代での「学び」を
一つの線としてつなぎ、 市民一人ひとりが生きがいと誇りを持った生活を実現できるよう
にすることです。
　このように市民の生涯学習を支えるという視点に立ち『御殿場市の教育に関する大綱』
（令和３年度から令和７年度）を定めました。

富士山のように大きな心を持った人づくり富士山のように大きな心を持った人づくり
御殿場市の教育に関する大綱（令和3年度から令和7年度）

誰一人取り残すことのない学びの実現に向けて誰一人取り残すことのない学びの実現に向けて
第２期 御殿場市教育振興基本計画（令和3年度から令和7年度）

　変化の激しい時代となり、今までにな
かった課題が次々と生まれています。こ
のような時代の中で、人々が長い人生を
生きていくためには、知識だけではなく
思考力やコミュニケーション能力など
様々な力が必要とされます。
　学びの基礎となる幼児教育や学校教育
への期待も今まで以上に大きくなってい
ます。生きる力を育むために幼児期、学
齢期の教育の充実を目指します。

　社会人になれば、学びが終わるわけでは
ありません。生涯学習という言葉の通り、
人は常に学び続けていきます。学びのニー
ズは多種多様ですが、誰でも、いつでも、
どこでも学びが実現できるようにすること
が、人々の暮らしの充実につながります。
　学びのにニーズを的確にキャッチし、充
実した学びの環境をつくり、その学びの成
果を適切に活かすことのできる社会づくり
を目指します。

　子どもの健全な成長は、家庭・地域・学
校が連携、協力することによって実現でき
ます。「御殿場市子ども条例」で示したよ
うに、社会総がかりで子どもを育てていく
ことが大切であり必要です。
　今を生き、未来を担う子どもの育成のた
めに、市民一人一人が「当事者意識」をも
って主体的に関わることで、市民自身の自
己実現が図られ、より充実した生活につな
がることを目指します。

　「富士山のように大き
な心を持った人づくり」
の実現に向けて「第２期
御殿場市教育振興基本計
画」に掲げる６つの重点
政策を推進します。
　キーワードは『誰一人
取り残すことのない学び
の実現に向けて』。

御殿場市の
教育に関する大綱

各種計画等はこちらから閲覧できます

御殿場市
教育振興基本計画

令和７年度
教育施策・基本方針
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1 人を育む環境の充実

学校教育の分野

開かれた学校・魅力ある学校
づくりの推進

●コミュニティ・スクールとは
　学校運営協議会（学校の運営に関して協議する
機関で、教育委員会が学校や地域の実情に応じて
設置する）を設置している学校のことをいい、学
校と保護者や地域の皆さんがともに知恵を出し合
い、学校運営に意見を反映させることで、一緒に
協働しながら子どもたちの豊かな成長を支え、
「地域とともにある学校づくり」を進める、法律
に基づいた仕組みです。
　学習指導要領の柱の一つでもある『社会に開か
れた教育課程』の実現に向け、これからの学校
は、地域の人々と目標やビジョンを共有し、地域
一体となって子どもたちを育てていくことが必要
となります。また、このことは、御殿場市子ども
条例の目的である「子どもを社会全体で育成し、
支えていくための取組について、その基本理念を
明らかにすることにより、今を生き、未来を担う
子どもの育成に主体的に関わり、もって全ての子
どもが生き生きと輝き、健やかに成長していける
社会の実現を図ること」にもつながる考え方でも
あります。
　一方、国は平成２９年３月の「地方教育行政の
組織及び運営に関する法律」の一部改正によりす
べての公立学校がコミュニティ・スクール（以後
「ＣＳ」といいます。）化されることを目指し、
学校運営協議会の設置が教育委員会の努力義務と
なりました。

●ＣＳ導入に向けた取り組み
○令和元年度
　・御殿場市学校運営協議会設置規則制定
○令和２年度
　・富士岡中学校をＣＳ研究指定校に認定
　　（令和２・３年度）
　・富士岡中元校長をＣＳディレクターとして
　　委嘱
○令和３年度
　・富士岡中学校にＣＳ設置
○令和４年度
　・高根小・中学校をＣＳ研究指定校に認定
　　（令和４・５年度）
○令和５年度
　・高根小・中学校に設置
　・富士岡中学校ＣＳに富士岡小学校・神山小
　　学校が加わる
○令和６年度
　・御殿場南小学校、南中学校にそれぞれ設置
○令和７年度
　・原里小・中学校に設置
　・朝日小学校に設置
　・玉穂小学校・印野小学校・西中学校に設置
○令和９年度（予定）
　・御殿場小学校・東小学校・御殿場中学校に
　　設置

77 重点施策・事業の紹介重点施策・事業の紹介
この移行により、これまで以上に学校を支えるた
めの組織的・継続的な体制が確立され、従来の
「学校評議員制度」「学校関係者評価委員制度」
の取組がより一層充実し、地域とともにある学校
づくりの実現に向けた取組を進めていきます。

〜コミュニティ・スクール〜

●「学校運営協議会制度」への移行
　これまでの「学校評議員制度」「学校関係者評
価委員制度」は、開かれた学校づくりの実現に向
けた、学校と地域との協働関係・信頼関係の土台
となる大切な取組でした。本市では、ＣＳの導入
に伴い、これらの会議体・評価機能を順次「学校
運営協議会制度」へ移行していきます。
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77
●これまでの取組の中で見えてきた
　成果と課題
○成果
・元校長等をＣＳディレクターに配置したこと
　で、学校の事情や地域の実態を的確に捉えてい
　るため、双方への理解を生かしながら円滑な
　ＣＳの活動へつなげられた。
・学校内で保護者や地域の方との関わりが増えた
　ことにより、子どもたちのコミュニケーション
　能力の高まりが感じられた。
・地域人材を積極的に活用していこうという教職
　員の意識の高まりが感じられた。
・地域行事等に子どもたちが積極的に関わること
　で、地域の活性化へつながる様子が見られた。

○課題
・教職員は人事異動で毎年人が入れ替わり、保護
　者も子どもの卒業と同時に学校から離れていく
　状況の中で、地域の方々を中心とした持続可能
　なＣＳの組織づくりを行っていくことが必要で
　ある。
・教職員の地域とともにある学校づくりへの意識
　が高まる一方、学校側の家庭や地域の支援を受
　けられるという受け身的な側面も見られる。

●まとめ
　本市では、持続可能なＣＳを目指して、地域と
ともにある学校づくりを推進しています。本市が
理想とする持続可能なＣＳとは、人の異動があっ
ても途絶えることなく、その時代・地域にあった
在り方でＣＳの活動が引き継がれていくこと、地
域のみなさんに支えられて学び、成長していった
子どもたちが、やがて大人となり、今度は地域の
担い手として、次の世代の子どもたちを支えてい
くことと捉えています。
　ＣＳにより、学校を核としてつながった人と人
との絆は、学校の教育活動を活性化させるととも
に、地域力を高め、子どもたちを含めた地域の
人々が、安心・安全に楽しく過ごせる地域の環境
づくりにもつながる魅力的な取組であると考えて
います。

　ワークショップでは、両中学校の歴史や伝統、
生徒や教職員のみなさんが生活していて不便なと
ころを教えていただきました。また、それらを改
善した「計画案」を提案し、参加者のみなさんに
意見をうかがいました。ワークショップでいただ
いた意見をもとに、今後の設計を行っていく予定
です。

教育施設の分野

学校等の教育施設・設備の充実

●御殿場中学校・原里中学校の校舎
　改修に向けたワークショップを開催
　令和６年４月より、両中学校の校舎改修設計に
取り組んでいます。いまの時代に合ったより良い
学校を目指すために、利用者である生徒・教職
員・保護者・地域の皆さんの多様な意見をうかが
うワークショップを開催しました。
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学校給食の分野

学校給食の充実

●こめこカレー・こめこハヤシ
　御殿場コシヒカリの米粉を使用し、小麦粉など
特定原材料８品目を使用しないカレーおよびハヤ
シを年に計３回給食で提供しています。
　普段、食物アレルギー等で給食が食べられない
児童生徒にも、皆と同じ献立の給食を食べてもら
える特別なメニューです。

●給食だより・給食献立表の発行
　食育の生きた教材である給食を通じて、幅広い
食に関する知識を学べるような献立や家庭を通じ
ても学習できる給食だより
を発行しています。
　市ホームページにも掲載
しています。ぜひご覧くだ
さい。

●地場産品の利用促進
　毎月１回の「ごてんばこめこの日」、６月の
「ふるさと給食週間」、11月の「地場産物活用週
間」など、地場産品を多く使う日を設けて地場産
品の利用促進を図っています。

●安全・安心な学校給食の提供
　安全・安心な学校給食を提供し続けるため、老
朽化した西学校給食センターの改修事業を実施し

●給食費の助成事業
　2019年10月、子育て世帯の負担軽減のため、
児童生徒の保護者が負担する給食費の4分の1を市
で補助する助成事業を開始しました。
　また、近年の物価高騰分についても市で補助
し、給食の質を維持しています。

教育総務の分野

学校設備の充実

●ＩＣＴを活用した教育の推進と
　機器の整備
　学校におけるＩＣＴ環境（１人１台端末、校務
用パソコン、大型提示装置等）について、現状の
水準を維持しつつ、新たに効果的な整備を進める
ことで、児童生徒一人ひとりが個別最適化され、
資質・能力が一層確実に育成できるＩＣＴ環境の
充実を図ります。

　特に、１人１台端末については、令和８年４月
から新しい端末を使用するべく、準備を進めてお
ります。
　また、年３回を予定している教育ＩＣＴ推進委
員会にて、授業等での効果的なＩＣＴの活用につ
いて、教員間で共有を図ってまいります。

ています。
　また、衛生管理マニュアル等を作成し定期的な
見直しを実施するとともに、衛生講習会等を実施
し、職員への研修の機会を設けています。
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社会教育の分野

学びの場と機会の充実

2 生涯学習と
　地域活動の推進

77

新図書館は郷土資料館機能を併せ持つ施設と
して、令和８年４月開館予定！

（市民交流センター「ふじざくら」南側に整備中）

重点施策・事業の紹介重点施策・事業の紹介

●学習機会の提供、学習成果の発信　
　生涯学習施設「富士山市民のサロン けやきか
ん」を中心に、学びの入り口となる様々な機会を
提供し、情報発信するとともに、市民主体の学習
活動を支援します。また、令和７年度は第17回
生涯学習のつどい「ごてんばDONDON」を開催
するなど、学習成果を発表する機会の充実に努め
ます。

●図書館機能の充実
　市民のニーズに応えた図書館資料の充実を図る
とともに、市民の課題解決を支援するサービスを
充実させることで、自ら課題解決ができる市民を
育む機能を提供していきます。
　また、いよいよ完成する新図書館については、
令和８年４月の開館に向け、資料等の移転・配架
及び開館準備を進め、「郷土を知り　学びをはぐ
くみ　相互につながる図書館」を将来像に掲げ、
新たなランドマークとなる施設として整備を進め
てまいります。

●社会教育関係団体等の活動支援
　PTA、婦人会、生涯学習ボランティアセンター
をはじめ、地域の社会教育を目的とした各種団体
の活動を支援します。

●地域づくり活動の支援
　学習会や研修活動を通し、地域づくり活動を担
う人材の育成を推進します。
　また、地域の誰もが参加しやすい交流の場づく
りとして、地域公民館などにおける生涯学習活動
を支援します。

●青少年の健全育成
　青少年が多様な体験を行えるよう、様々な人々
との交流活動や自然体験活動などの機会の充実を
図り、地域活動やボランティア活動などの社会参
加を促進します。
　また、各地区の青少年健全育成組織の活性化
や、青少年補導、相談活動、青少年を有害情報か
ら守るための取組などを推進します。

社会教育の分野

社会全体で子どもを育む取組

●家庭教育力、地域教育力の向上
　子育てに関する学習講座など、学びあいの機会
の充実による家庭の教育力向上に取り組みます。
　また、家庭、地域、学校の連携による、地域の
教育力向上に取り組みます。
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3 文化・芸術活動の振興

社会教育の分野

世代間の交流・活動の支援
社会教育の分野

歴史・文化の学びの場の提供

4 歴史と文化の継承
77 重点施策・事業の紹介重点施策・事業の紹介

●文化・芸術活動基盤の確保
　所管する文化施設である御殿場市民会館、東
山旧岸邸について、指定管理者と協力して利用
者のニーズに応じた適切な管理・運営を進めま
す。
　本館が国の登録有形文化財である東山旧岸邸
については、文化財としての価値を維持しなが
ら、公開・活用を進めます。
　また、各施設の有効活用を図るとともに、補
修・整備などを実施し、身近に文化・芸術を感
じられるまちの「舞台づくり」に努めます。

●文化・芸術活動機会の充実
　御殿場市、市教育委員会、文化協会の三者から
なる市民芸術祭実行委員会を組織し、ステージ部
門、展示部門、その他部門を通年で開催します。
　市民芸術祭について若い世代の参加を促すとと
もに、所管する文化施設である御殿場市民会館、
東山旧岸邸の自主事業等も含めて、市民が文化芸
術活動に親しむ機会のさらなる創出に努めます。

●文化・芸術活動体制の強化
　文化協会に対する補助金や活動支援を通じ
て、文化芸術活動の担い手となる人材の育成と
団体の体制強化を図ります。
　また、文化芸術活動に取り組む市民を増やす
だけでなく、観客や支援者を含めた文化芸術活
動に関わる「関係人口」の増加に努めます。

●文化財等の公開・展示と活用
　市内に所在する文化財の調査・研究の成果を広
く公開するため、企画展示の開催、小学校や市民
団体等の学習講座に出向き講師として学習を支援
します。
　また、新図書館における郷土資料展示及び公開
収蔵施設の整備を進めます。

●郷土資料展示の整備
　郷土資料展示については、新図書館内に併設し
て郷土資料展示室及び公開収蔵施設として整備す
るものとし、令和８年の開館に向けて展示製作・
設置・収蔵資料の移動を進めます。

●世界遺産富士山の保全と啓発
　国指定文化財である特別名勝及び史跡富士山と
しての管理、世界文化遺産協議会への出席、各種
指標の経過観察や景観の定点観測、観光交流課と
協力しての山中の現況調査等を実施します。
　また、県富士山世界遺産センター・裾野市と三
者共同で実施した須山口・御殿場口登山道の巡礼
路調査の成果を基に、世界文化遺産富士山リーフ
レットを改訂します。

●歴史と文化の調査・研究と支援
　御殿場市文化財審議会委員、御殿場市歴史民俗
研究会等の協力を得て、市内の歴史、伝統、文化
に関する資料の収集、記録、保存を行うととも
に、研究者や市民などの研究活動を支援します。
　また、継続事業である神社棟札調査について、
玉穂地区の追加調査を行い、調査報告書を刊行し
ます。

歴史や文化財、富士山と人々との関わりを紹介するデジタルミュージアム
です。ご活用ください。
●問い合わせ…社会教育課　☎︎0550-82-4319
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2024.12.05
富士山が美しい

高さ3776メートルです！

2024.12.05
富士山が美しい

高さ3776メートルです！

市長と教育委員が教育の未来を話し合います！
校舎・体育館に続き外構＆グラウンド整備中！

あたたかな春の日差しのなか入学式が行われました
図書館では楽しい企画展示をたくさん行なっています

2025.6月
給食になった物語・絵本の企画展示

教職員も毎年研修会で情報のアップデート！

2024.7.26
御殿場市教育フォーラム2024

市制施行７０周年を記念して作成しました！

2024.２月
御殿場方言かるた
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『新御殿場市立図書館等実施設計概要』
を市ホームページに掲載しています

御殿場の恵みたっぷりの給食でお祝いしました！

2025.2.13
市制70周年おめでとう献立

2025.4月
新しい季節　新しい一歩！

降園後から午後5時まで預かり保育を行なっています！

公立幼稚園で降園後の　預かり保育を行なっています

2025.4月
市学校事務員研修会
学校現場を支える！ 研修を通じて情報共有します

未来を創る場所　〜教育の現場から〜未来を創る場所　〜教育の現場から〜

9

開館に向けて現在工事中の新御殿場市立図書館を紹介します開館に向けて現在工事中の新御殿場市立図書館を紹介します

📚 基本コンセプト「御殿場の伝統的な古民家」
　御殿場の伝統的な古民家が持つ特徴を取り入れ、
訪れるすべての人をやさしく包み、知り、学び、つ
ながる、リビングのような図書館を基本コンセプト
としています。

📚 新図書館の大きな特徴「コマ」
　明るく開放的な大空間として設計しており、その中
に、古民家の特徴の１つである「コマ（いわゆる「居
間」のこと）を設けます。一般的な書架とは別に「コ
マ」を館内に点在させ、各コマに割り当てたテーマに
沿った本を配架することを大きな特徴としています。

📚 もうひとつの魅力「郷土資料館機能」
　新図書館は郷土資料館の機能も併せ持ちます。
子どもから大人まで幅広い年代の方々に、何度来
ても楽しんでいただけるよう、魅力的な民俗資料
などの展示や、最新の技術を用いた、体験型のコ
ンテンツを設けます。

📚 新図書館でできる新しい機能
   セルフ貸出・返却機、予約本のセルフ受取、知
育コンテンツ、ブックタワーなどの遊具、学習室
のネット予約、広大なテラス席、人気のカフェな
ど、多くの新しい機能を導入します。

利用者の多様なニーズに応え、多くの人が集い、交流できる施設としていきます。開館まで楽しみにお待ちください！
 ▼ 建設中の新図書館 （令和７年４月末時点）
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御
殿
場
市
教
育
委
員

御
殿
場
市
教
育
委
員

大大  

西西    

孝孝  

明明

　
音
楽
を
勉
強
し
、
管
楽
器
・
鍵
盤
楽

器
・
弦
楽
器
等
々
を
、
演
奏
す
る
こ
と

は 

思
考
力
や
記
憶
力
を
向
上
さ
せ
ま

す
。
リ
ズ
ム
や
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
覚
え
る

た
め
に
は
、
身
体
で
リ
ズ
ム
を
取
り
、

頭
で
音
符
を
正
確
に
理
解
し
、
指
先
に

音
階
を
覚
え
さ
せ
曲
を
演
奏
す
る
事

で
、
身
体
が
覚
え
る
た
め
頭
と
指
先
が

連
動
し
、
集
中
力
や
情
報
の
処
理
能
力

が
高
ま
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
子
ど
も
の
頃
に
、
自
転
車

を
練
習
し
て
乗
っ
た
後
は
、
数
年
・
数

十
年
乗
ら
な
く
て
も
身
体
が
覚
え
て
い

る
の
で
、
最
初
は
ふ
ら
つ
い
て
も
無
意

識
に
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
、
即
乗
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
音
楽
教
育
は
、
子
ど
も
の
表
現
力
の

発
達
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
何

か
を
伝
え
る
と
き
、
嬉
し
い
時
は
ぴ
ょ

ん
ぴ
ょ
ん
飛
び
な
が
ら
、「
ね
ぇ
ね
ぇ 

こ

れ
買
っ
て
」
と
、
感
情
表
現
や
自
己
表

現
が
で
き
て
き
ま
す
。

　
楽
曲
の
演
奏
は
、
継
続
的
な
集
中
力

が
必
要
で
す
。
リ
ズ
ム
・
テ
ン
ポ
・
音

程
・
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
、
正
確
に
演
奏
す

る
た
め
に
は
、
自
己
表
現
の
能
力
も
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
達
は
、
自
己
成
長
や
自
己
管

理
の
能
力
を
養
う
と
思
い
ま
す
。
音
楽

は
、
グ
ル
ー
プ
で
演
奏
す
る
こ
と
が
多

く
、
他
の
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
て
作
る

も
の
な
の
で
、
社
会
性
や
協
調
性
に
も

影
響
を
与
え
ま
す
。
一
人
で
も
演
奏
は

出
来
ま
す
が
、
音
と
音
の
重
な
り
に
楽

し
さ
を
覚
え
る
と
、
人
と
の
つ
な
が
り

を
求
め
ま
す
。

　
芸
術
は
、
人
間
社
会
に
お
い
て
重
要

な
役
割
が
有
り
、
音
楽
ラ
イ
ブ
・
歌
舞

伎
等
の
ラ
イ
ブ
舞
台
芸
術
・
洋
画
邦
画

映
画
等
々
、
数
あ
る
芸
術
は
個
人
の
感

情
や
考
え
を
表
現
す
る
の
で
、
子
ど
も

達
に
感
動
を
与
え
る
た
め
、
教
育
や
人

づ
く
り
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
と
思

い
ま
す
。

「
音
楽
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
」

　   

〜
音
楽
や
芸
術
が
教
育
や
人
づ
く
り
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
〜

御殿場市教育長御殿場市教育長

勝 亦勝 亦    重 夫重 夫

　
教
師
に
な
り
３
年
ほ
ど

経
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
、
今
で
も
時
々
思
い
出

し
ま
す
。
仕
事
に
も
慣
れ

色
々
な
こ
と
が
分
か
っ
て

き
た
か
な
と
勘
違
い
し
て

い
た
頃
に
、
あ
る
授
業
研

修
会
に
参
加
後
、
先
輩
か

11
00

10

一文字に込めた一文字に込めた
メッセージメッセージ心

ら
感
想
を
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
私
は
「
な
ん
か
つ
ま
ら

な
か
っ
た
で
す
ね
」
と
言
っ

た
と
こ
ろ
、
先
輩
か
ら
「
そ

れ
っ
て
重
夫
先
生
が
つ
ま
ら

な
く
し
て
い
る
の
で
は
な
い

の
？
ど
う
受
け
止
め
る
か
が

大
事
だ
よ
ね
。」
と
言
わ
れ

返
す
言
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
物
事
を
プ
ラ
ス
に
受
け
止

め
る
か
、
そ
れ
と
も
マ
イ
ナ

ス
に
受
け
止
め
る
か
は
や
は

り
自
分
次
第
で
、
自
分
の
心

が
決
め
る
こ
と
で
す
。
相
田

み
つ
を
さ
ん
は
「
し
あ
わ
せ

は
い
つ
も
じ
ぶ
ん
の
こ
こ
ろ

が
き
め
る
」
と
い
う
素
敵
な

言
葉
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

御
殿
場
の
教
育
は
「
心
を
育

む
こ
と
」
を
基
盤
と
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
心
が

よ
り
大
き
く
成
長
し
、
幸
せ

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
し
て
い

き
た
い
で
す
。

00
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御
殿
場
市
教
育
委
員

御
殿
場
市
教
育
委
員

杉杉  

山山    

ゆ
か
り

ゆ
か
り

　
教
育
委
員
と
し
て
活
動
を
す
る
中

で
、
学
校
現
場
の
様
々
な
取
組
を
通

し
、
社
会
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て

い
る
の
だ
と
感
じ
る
機
会
が
増
え
ま

し
た
。ICT

機
器
の
活
用
、
個
別
最

適
化
さ
れ
た
学
び
、
子
ど
も
た
ち
が

『
受
け
身
の
学
び
』
か
ら
『
主
体
的

な
学
び
』
へ
と
移
行
し
て
い
る
様
子

を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
親
世
代
が
育
っ
て
き
た
時
代
と

は
違
い
、
教
え
ら
れ
た
知
識
を
覚
え

る
だ
け
で
は
な
く
、
行
動
す
る
学
び

へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
社
会
が
大
き
く
変

化
す
る
今
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
持
つ
個
性
や
強
み
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
未
来
を
切
り
開
く
力
を
育

ん
で
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
教

育
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ

ま
す
。

　
親
と
し
て
は
子
ど
も
た
ち
に
は
失

敗
を
恐
れ
ず
、
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
、
そ
う
思
っ
て

い
ま
す
。
成
功
す
る
こ
と
だ
け
で
は

な
く
、
失
敗
を
経
験
す
る
こ
と
で
学

ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
挑
戦
す
る
こ
と
や
努
力
す
る
姿

勢
を
評
価
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
学
び
続
け
ら
れ
る
教
育
環
境
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
親
と
し
て
の
教
育
へ
の
思
い
」
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御
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市
教
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委
員

御
殿
場
市
教
育
委
員

勝勝  

又又    

英英  

和和

　
思
い
起
こ
せ
ば
、
自
分
が
小
学
校
に

通
っ
て
い
た
頃
に
は
、
木
造
の
校
舎
が

主
流
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
校
舎

は
教
職
員
室
が
あ
っ
た
本
館
だ
け
だ
っ

た
様
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

学
校
で
は
給
食
室
が
あ
り
、
給
食
を
調

理
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
毎
日
お
昼
前

に
な
る
と
、
良
い
匂
い
を
漂
わ
せ
て
い

ま
し
た
。
冬
の
暖
房
は
石
炭
の
ダ
ル
マ

ス
ト
ー
ブ
で
す
。

　
昨
今
の
校
舎
は
地
震
や
災
害
に
備
え

て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
主
流
と
な

り
、
頑
丈
さ
と
耐
久
性
を
備
え
て
お

り
、
災
害
時
に
は
避
難
施
設
と
し
て
も

十
分
に
対
応
で
き
る
様
な
構
造
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
し
か
も
、
冷
暖
房
完
備

と
教
育
現
場
と
し
て
は
最
高
の
環
境
を

整
え
る
事
が
出
来
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
教
育
施
設
も

近
年
の
児
童
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

他
で
は
統
廃
合
の
検
討
も
余
儀
な
く
さ

れ
て
は
い
ま
す
。
通
学
距
離
が
長
く
な

っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
環
境
も

大
き
く
変
わ
り
、
地
域
と
の
繋
が
り
も

希
薄
に
な
っ
た
り
と
問
題
点
も
出
て
来

ま
す
。

　
御
殿
場
市
で
は
以
前
よ
り
「
御
殿
場

市
子
ど
も
条
例
」
を
制
定
し
、
地
域
全

体
や
市
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り

育
て
て
行
こ
う
と
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

の
充
実
に
よ
り
、
学
校
は
今
ま
で
以
上

に
地
域
と
密
着
し
た
、
教
育
施
設
と
な

り
、
市
民
全
体
で
子
供
た
ち
を
育
ん
で

行
く
と
言
う
目
標
に
も
近
づ
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

「
学
校
施
設
か
ら
見
る
教
育
の
未
来
」

11
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御
殿
場
市
教
育
委
員

御
殿
場
市
教
育
委
員

長長  

田田    

光光  

男男

　
地
球
温
暖
化
・
日
本
で
は
少
子
高
齢

化
・
物
価
高
・
経
済
格
差
な
ど
様
々
な

難
題
に
直
面
し
て
お
り
、
政
府
や
企

業
、
個
人
が
協
力
し
て
解
決
策
を
見
つ

け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
代
社

会
に
あ
っ
て
、
後
退
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
も
の
に
学
び
（
教
育
）
が
あ
り
ま

す
。
御
殿
場
市
に
は
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
生
き
生
き
と
輝
き
、
健
や
か

に
成
長
し
て
い
け
る
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
制
定
さ
れ
た
「
御
殿
場
市
子
ど

も
条
例
」
が
あ
り
、
子
ど
も
を
社
会
全

体
で
育
成
す
る
た
め
の
基
本
理
念
を
定

め
、
保
護
者
、
市
民
、
地
域
団
体
、
学

校
、
事
業
者
、
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

が
明
確
に
示
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な

取
組
み
や
行
動
を
定
め
た
「
御
殿
場
市

子
ど
も
条
例
行
動
計
画
」
で
は
大
人
が

考
え
る
べ
き
こ
と
、
と
る
べ
き
行
動
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
市
民
・
社
会
総
が

か
り
で
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
に
よ

り
、
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
学

び
を
実
現
し
、
富
士
山
の
よ
う
に
大
き

な
心
を
持
っ
た
人
づ
く
り
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

　
現
代
社
会
同
様
教
育
現
場
に
お
い
て

も
い
じ
め
や
不
登
校
、
教
員
の
多
忙

化
、
部
活
動
の
地
域
移
行
な
ど
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
御
殿
場
市

で
は
学
校
と
地
域
社
会
が
協
力
し
て
子

ど
も
た
ち
の
教
育
を
支
え
る
仕
組
み
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
以
下CS

）

を
令
和
３
年
度
よ
り
富
士
岡
中
学
校
に

導
入
、
令
和
９
年
度
ま
で
に
は
市
内
全

て
の
小
中
学
校
に
導
入
さ
れ
る
予
定
で

す
。
地
域
住
民
や
保
護
者
が
学
校
運
営

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
教

育
力
が
向
上
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
い
じ

め
や
不
登
校
な
ど
の
問
題
に
対
処
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や
経
済

格
差
な
ど
の
社
会
的
課
題
に
対
し
て

も
、
地
域
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。CS

は
御
殿
場
市
子
ど
も
条
例

の
目
的
「
子
ど
も
を
社
会
全
体
で
育
成

す
る
」
基
本
理
念
を
遂
行
す
る
た
め
の

仕
組
み
で
あ
る
と
お
考
え
い
た
だ
き
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
学
校
運
営
協

議
会
や
地
域
学
校
協
働
本
部
な
ど
の
活

動
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
学
校
、
保

護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
共
に
知
恵
を

出
し
合
い
、
学
校
運
営
に
意
見
を
反
映

さ
せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
成
長
を
支
え
、
地
域
と
共
に
あ
る
学

校
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
地
域
の
チ
カ
ラ
と
教
育
」
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民
間
企
業
の
事
業
活
動
と
教
育
で
共

通
す
る
の
は
人
で
す
。
多
く
の
子
ど
も

達
が
、
将
来
一
員
と
し
て
参
加
し
ま

す
。
子
ど
も
達
が
自
身
の
将
来
を
考
え

る
選
択
の
一
因
と
な
る
関
心
や
興
味
を

生
む
場
が
企
業
の
事
業
活
動
を
題
材
と

し
た
体
験
学
習
で
す
。
中
学
生
に
は
高

校
へ
の
進
学
を
皮
切
り
に
将
来
ど
う
あ

り
た
い
か
多
少
な
り
と
も
考
え
る
時
期

な
の
で
こ
れ
を
踏
ま
え
た
機
会
は
意
義

が
あ
り
ま
す
。

 

　
記
憶
す
る
と
こ
ろ
、
小
学
生
の
時
に

社
会
科
見
学
で
企
業
な
ど
施
設
に
出
向

き
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
見
学
で
あ
り

作
業
体
験
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
義
務
教

育
後
の
進
路
を
考
え
る
中
学
校
で
は
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
最
近
で
は

中
学
生
で
も
こ
う
し
た
機
会
が
増
え
て

お
り
、
商
品
を
売
る
こ
と
や
並
べ
る
こ

と
を
体
験
す
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま

す
。
生
徒
が
実
体
験
を
積
む
こ
と
で
関

心
や
興
味
を
持
ち
あ
る
い
は
感
動
し
、

将
来
を
考
え
る
よ
う
進
化
し
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
体
験
学
習
の
企
画
は
誰

が
担
っ
て
い
る
の
か
、
お
そ
ら
く
教
員

が
主
体
と
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

一
方
で
受
け
入
れ
側
の
企
業
の
多
く
は

人
材
の
確
保
が
大
き
な
経
営
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
経
営
者
が
腐
心
し
て
い
る

現
実
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
の
将
来
を
見

据
え
た
学
校
や
教
員
の
教
育
的
価
値
と

将
来
の
人
材
確
保
に
向
け
た
価
値
を
考

え
る
企
業
の
間
に
価
値
が
存
在
す
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
生
徒
の
将
来

の
た
め
に
学
校
と
企
業
が
生
徒
の
体
験

学
習
に
お
い
て
連
携
す
る
こ
と
で
さ
ら

に
良
い
体
験
を
生
徒
に
提
供
で
き
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
業
種
を
拡

大
充
実
さ
せ
、
製
造
工
場
で
自
動
加
工

機
の
操
作
を
し
て
み
る
、
あ
る
い
は
治

工
具
を
取
り
付
け
て
動
か
し
て
み
る
と

い
っ
た
経
験
も
市
内
で
可
能
で
す
。
生

徒
も
自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
よ
り
効
果
的
と

思
い
ま
す
。

　
生
徒
の
体
験
学
習
の
創
造
に
三
者
が

関
わ
り
合
い
を
持
つ
こ
と
で
自
立
的
な

学
び
の
場
と
な
る
で
し
ょ
う
し
、
職
業

教
育
の
充
実
と
い
う
文
部
科
学
省
が
掲

げ
る
課
題
に
沿
っ
た
学
校
教
育
の
一
面

を
担
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

「
経
営
の
視
点
で
教
育
を
考
え
る
」
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国指定の文化財

種　別 名　称 指定年月日

特別名勝 　富士山 昭和27年11月22日

史　跡 　富士山 平成23年2月7日

天然記念物 　印野の熔岩隧道 昭和2年4月8日

天然記念物 　駒門風穴 大正11年3月8日

重要文化財 　手焙形土器 昭和48年6月6日

重要無形民俗文化財 　沼田・大坂の湯立神楽 令和4年3月23日

県指定の文化財

種　別 名　称 指定年月日

史　跡 　深沢城跡 昭和35年2月23日

天然記念物 　二枚橋の柏 昭和32年12月25日

天然記念物 　永塚の大杉 昭和35年2月23日

天然記念物 　川柳浅間神社の杉 昭和38年12月27日

天然記念物 　宝永のスギ 昭和38年2月19日

工　芸 　刀銘（葵文）主水正藤原正清 昭和37年6月15日

工　芸 　刀銘備州長船家重 昭和41年3月22日

市指定の文化財

種　別 名　称 指定年月日 種　別 名　称 指定年月日

天然記念物 　二岡神社の社叢 昭和62年3月3日 工　芸 　善龍寺の喚鐘 昭和47年9月11日

天然記念物 　駒門の大公孫樹 昭和55年5月27日 工　芸 　久成寺の鰐口 平成12年8月1日

天然記念物 　神山のタブノキ 平成2年12月1日 建造物 　林氏の長屋門 平成5年1月5日

天然記念物 　印野内山のヒノキ 平成6年2月1日 建造物 　旧石田家住宅 平成11年3月18日

無形民俗文化財 　鮎沢の祈祷三番 昭和48年12月24日 建造物 　旧秩父宮御殿場御別邸 平成12年3月27日

工　芸 　光真寺の三十三体仏 平成5年1月5日 その他（科学技術） 　阿部雲気流博物館資料 令和3年3月24日

工　芸 　二岡神社の灯籠 昭和47年9月11日

国登録の文化財

種　別 名　称 指定年月日

建造物 　神山復生病院事務所棟 平成18年3月2日

建造物 　富士カントリー倶楽部クラブハウス 平成24年2月23日

建造物 　YMCA東山荘フィッシャー館 令和2年8月17日

建造物 　YMCA東山荘齊藤記念館 令和2年8月17日

建造物 　旧岸邸 令和3年10月14日

1111 御殿場市内所在の指定・登録文化財御殿場市内所在の指定・登録文化財

◀︎沼田の湯立神楽

◀︎大坂の湯立神楽

▼手焙形土器

▲神山復生病院事務所棟

▼旧秩父宮御殿場御別邸

歴史や文化財、富士山と人々との関わりを紹介する
デジタルミュージアムです。ご活用ください。
●問い合わせ…社会教育課　☎︎0550-82-4319
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赤枠の文字を並べてできる言葉は？

※抽選でプレゼントがあります…令和８年３月末日 応募締切

令和7年度版 御殿場の教育

御殿場市給食マスコット『たべっピー』

【プレゼント協賛】
 シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社中部第二支店

※答えのヒント…御殿場市の教育大綱「〜大きな心を持った人づくり」

栄養士厳選 〜給食の味を家庭でも〜作ってみよう！ 学校給食 人気レシピ

材 料（4人分）ふんわり お茶の香りや味を楽しめる♪

鶏肉のお茶パン粉焼き

ご当地クロスワードパズル楽しく学ぼう 御殿場の文化

学ぼう！ 作ろう！ やってみよう！学ぼう！ 作ろう！ やってみよう！

調味料は味をみながら
 お好みで調整してください！
  レシピは「学校給食献立表」
   で紹介しています♪  

➡︎➡︎➡︎  横のキーワード  ➡︎➡︎➡︎
２：日本一の山。世界文化遺産。
５：室町時代に寄進された北駿最古の石灯籠がある歴史ある神社。
６：印野丸尾溶岩流による洞窟。
９：秩父宮家の御別邸。●●●●御殿場御別邸。
10：当市と箱根町に伝わる全国的にも珍しい伝統芸能。
　　沼田と大坂は国指定の重要無形民俗文化財。

⬇︎⬇︎⬇︎  縦のキーワード  ⬇︎⬇︎⬇︎
１：寺宝である喚鐘は1749年、富士山頂の浅間神宮に寄進され
　　明治時代の廃仏毀釈によりこの寺に移された。
３：光真寺境内にある阿弥陀三尊像・観音像・巡礼供養塔など
　　石造物一体の総称。
４：富士山麓の景観にマッチしたゴルフ場のクラブハウス。
　　●●●●●●●倶楽部クラブハウス。
７：市内東山にある建物。伝統的数寄屋建築と現在的住まいが両立。
　　吉田五十八が設計。
８：久成寺仏堂の正面軒先に吊り下げられた仏具。ひもを振ると
　　厳かな音が響きます。

＠ページをヒントに挑戦しよう！

御殿場市内の10個の
　文化財や史跡がキーワード！

1 2 3
4

5

6

7 8

9

10

14

クロスワードパズル正解者プレゼント  応募はこちら  ▼

作り方
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玉穂幼稚園
富士岡幼稚園
森之腰幼稚園
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教育支援センター
御殿場市民会館
御殿場市立図書館
富士山市民のサロン
けやきかん
東山青少年広場
東山旧岸邸
南学校給食センター
西学校給食センター
高根学校給食センター
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原里小学校
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印野小学校
高根小学校
高根小学校 上小林分校
朝日小学校
東小学校

小 

学 

校
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御殿場市教育委員会の組織図御殿場市教育委員会の組織図
教育委員会 ●教育委員会は教育の中立性を保持し、教育の振興を図るため設置された合議制の執行機関です。

●市長が議会の同意を得て任命する教育長及び５人の教育委員で組織されます。
●学校その他の教育機関の設置・管理、学校教育に関する事項、生涯学習、文化財等に関する事項を
　所管しています。

教育総務課 ●庶務スタッフ　☎︎0550-82-4520
　＊教育委員会会議、庶務、市育英奨学金、就学援助等に関すること
●教育ICTスタッフ　☎︎0550-78-6233
　＊教育の情報化の推進、教育ICT環境、機器整備や活用、セキュリティ対策等に関すること 

教 育 長 教育部長

小 学 校 ●御殿場小学校　　●東小学校　　　　●御殿場南小学校　●富士岡小学校　　●神山小学校
●原里小学校　　　●朝日小学校　　　●玉穂小学校　　　●印野小学校　　　●高根小学校
●高根小学校上小林分校

中 学 校 ●御殿場中学校　　●南中学校　　　　●富士岡中学校　　●原里中学校　　　●西中学校
●高根中学校

幼 稚 園 ●御殿場幼稚園　　●富士岡幼稚園　　●竈幼稚園　　　　●原里幼稚園　　　●玉穂幼稚園
●森之腰幼稚園

教育施設課 ●施設スタッフ　☎︎0550-82-4531
　＊教育委員会の所管する建設事業の総合調整、教育財産の維持管理に関すること

学校教育課 ●教育指導スタッフ　☎︎0550-82-4534
　＊教職員の人事、教育課程、学習指導及び進路指導、学校教育、幼児教育、教育相談に関すること
●教育指導センター
　＊教職員の指導・研修に関すること
●教育支援センター
　＊一人ひとりに寄り添いながら不登校児童生徒の学習活動をサポートします

社会教育課 ●社会教育スタッフ  ☎︎0550-82-0339
　＊生涯学習の推進、家庭教育、地域づくり、成人教育、青少年教育等に関すること
●文化スタッフ　　 ☎︎0550-82-4319
　＊文化芸術の振興、市民会館、東山旧岸邸、文化財審議会、文化財保護に関すること
●図書館スタッフ　 ☎︎0550-82-0391
　＊図書館業務、図書館資料の選定・発注・除籍、図書館協議会、市史に関すること
●青少年センター　 ☎︎0550-82-0339
　＊補導・環境浄化・相談等に関すること

学校給食課 ●南学校給食センター　　☎︎0550-78-6689
●西学校給食センター　　☎︎0550-89-2944
●高根学校給食センター　☎︎0550-82-6182
　＊学校給食に関すること
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公立幼稚園に入園したいとき
保育幼稚園課 ☎︎0550-82-4126
公立小中学校の入学、転校
学校教育課　 ☎︎0550-82-4534
市育英奨学金を借りる、返す
教育総務課　 ☎︎0550-82-4520
就学援助制度を利用したい
教育総務課　 ☎︎0550-82-4520

生涯学習の相談
社会教育課 ☎︎0550-82-0339
地域づくり活動の推進
社会教育課 ☎︎0550-82-0339
青少年の健全育成
社会教育課 ☎︎0550-82-0339
市の指定・登録文化財
社会教育課 ☎︎0550-82-4319

ごてんば市民芸術祭
社会教育課　　 ☎︎0550-82-4319
地域の歴史
社会教育課　　 ☎︎0550-82-4319
暮らしの中に図書館を
図書館　　　　 ☎︎0550-82-0391
スポーツによる健康増進
スポーツ交流課 ☎︎0550-82-4135
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